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環境振動運営委員会 議事録（案） 

 

Ａ．日 時 2010 年 7 月 6 日 火曜日 17:30～20:00 

Ｂ．場 所 建築学会会議室 

Ｃ．出席者 濱本主査，他 10 名 

 

Ｄ．提出資料（提出委員名） 

 No.2-0   議事次第 

 No.2-1   前回議事録案 

 No.2-2-A  第 7 回環境振動評価小委員会議事録（案） 

 No.2-2-B  データベース WT 活動方針 

 No.2-2-C  広域実測 WT 活動方針 

 No.2-2-D  可視化 WT 活動方針 

 No.2-2-E  評価 WT 活動方針 

 No.2-3   環境振動測定分析小委員会活動報告 

 No.2-4-A  平成 22 年度第 1 回環境振動制御技術小委員会議事録（案） 

 No.2-4-B  平成 22 年度第 2 回環境振動制御技術小委員会議事録（案） 

 No.2-5-A  運営委員会 HP トップページ 

 No.2-5-B  運営委員会 HP 議事録リスト 

 No.2-6   環境振動対策事例検討 SWG 第 6 回議事録（案） 

 No.2-7   運営委員会 HP トップページ 

 No.2-8   都市における広域高密度環境振動モニタリング 

 No.2-9   Result of systematic review of ISO 6897 

 No.2-10-A  「環境振動性能設計ハンドブック」刊行講習会 

 No.2-10-B  シンポジウム実施計画書 

 No.2-10-C  環境工学研究者名簿でのシンポジウム案内配信のお願い 

 

Ｅ．議事内容 

 

０．前回議事録確認（資料 No.2-1） 

  ・以下の修正の後，承認された． 

   －４－２．中の記載： （誤）データペース → （正）データベース 

 

１．環境工学本委員会報告 

  ・5/19 開催分について，本運営委員会関連事項が口頭で報告された． 

  ・次年度大会 

   －会場：早稲田大；時期：8 月下旬 

   －環境工学委員会参加の全運営委員会が活動報告を行う年（隔年） 

   －協議会：担当支部が検討中 

  ・代議員等による委員会活動評価（2 年に一度実施で今年度は対象外） 

  ・今年度大会 

   －研究懇談会「快適性と地球環境」：9/9 午後． 

    →参加依頼があった 

    →次回運営委員会で，後藤委員に資料配布と説明をお願いすることとした 

 

２．各小委員会・WG 活動報告 
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２－１．評価小委員会（資料 No.2-2-A～E） 

  ・6/15 開催分について，資料に基づく報告があった 

   －評価，可視化，データペース，広域実測各チームの活動方針の決定 

   －シンポジウムの話題提供について検討し，2 題を提案した 

２－２．測定分析小委員会（資料 No.2-3） 

  ・6/3 開催分について，資料に基づく報告があった 

   －シンポジウムの話題提供について検討 

   －建築会館床振動測定結果の分析（設置共振の影響） 

   －木造 2 階建て（鶴間）振動測定結果分析の担当の決定 

２－３．制御技術小委員会（資料 No.2-4-A,-B） 

  ・4/26, 6/22 開催分について，資料に基づく報告があった 

   －ブラインド解析の進め方の決定（4/26） 

   －条件を統一した解析のための条件設定（6/22） 

    →ブラインド解析の進め方について意見交換があった 

   －シンポジウムの話題提供について検討（6/22） 

  ・委員を公募予定（建築雑誌 8 月号）．最大 2 名． 

２－４．広報 WG（資料 No.2-5-A, -B） 

  ・資料に基づく報告があった 

   －大会プログラムの紹介（9/9：研究懇談会；9/11：環境振動セッション） 

  ・小委員会，WG 議事録の提出依頼があった 

２－５．対策事例検討 SWG（戸建て WG）（資料 No.2-6） 

  ・6/8 開催分について，資料に基づく報告があった 

   －戸建て住宅での対策事例の収集 

   －提出事例の取り扱いに関する覚書の作成 

   －合意形成・説明性事例の作成 

    →取りまとめ方について意見交換があった 

２－６．シンポジウム企画検討 WG（資料 No.2-7） 

  ・5/18 開催分について，資料に基づく報告があった 

   －「群としての環境振動」をテーマに，各小委員会に話題提供案の検討を依頼 

   －第 30 回の内容についても意見交換（第 30 回担当者との合同会議） 

  ・濱本主査より関連資料 No.2-8 の説明があった 

   →センサー，モニタリングの管理主体などについて意見交換があった 

 

３．その他 

３－１．ISO 6897 定期見直し（資料 No.2-9） 

  ・現行のまま認められることとなったことが，資料に基づき報告された 

３－２．講習会，シンポジウム案内（資料 No.2-10-A～C） 

  ・「環境振動性能設計ハンドブック」刊行講習会 

   －11/1 開催 

   －建築雑誌 8 月号に会告掲載予定 

  ・「住宅の設備機器を対象とした低周波数領域の音と振動問題への対応」シンポジウム 

   －10/4 開催 

  ・参加および周囲への宣伝の依頼があった 

   －次回本委員会で，環境工学研究者名簿でのシンポジウム案内配信の許可を得る予

定（資料 No.2-10-C） 

３－３．低周波音に関する国際会議 LF2010 
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  ・次回委員会で内容を紹介することとした 

 

４．次回開催予定 

  ・次回委員会は，2010 年 9 月 21 日（火）は 17 時 30 分から本会会議室で開催予定 

   －研究懇談会，LF2010 に関する話題提供 

 


